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概要 

本稿では大学職員の能力開発、特に内省を支援する AI エージェントの試行的開発につい

て報告し、その可能性について示す。職場学習論の知見に基づき、他者からの内省支援が

能力向上に寄与することに着目し、AI エージェントによる内省支援の可能性に言及した。

また Dify を活用し、AI エージェント「何でも相談おじいさん」等を試行的に開発・公開し

た。現場へ導入するためには解決すべき課題もある一方で、内省を促す AI エージェントが

大学職員の能力開発に新たな可能性をもたらすことを示した。 

 

1  はじめに 

生成 AI の登場はホワイトカラー業務の効率

化・自動化に大きな可能性をもたらし、様々な産

業分野での活用が実践されてきた[1][2]。大学職員

が担う大学業務においても、事務作業の効率化や

教育・研究支援など、生成 AI の導入による変革が

期待されている。しかしその効果的な活用には課

題が多い。執筆時点における生成 AI は業務改善の

ための「万能薬」ではなく、生成 AI を業務に活用

するためにはユースケースの選定や適切なワーク

フローの構築が必要である。また、複雑な判断や

説明責任が求められる業務においては、AI 単独で

の対応は難しく、人間の介入が必要不可欠である。 

一方で、生成 AI を直接的な業務の効率化・自動

化ではなく、大学職員の能力開発支援、特に内省

の促進に活用する可能性もあると考えられる。 

本稿では職場学習論における「内省支援」[3]に

着目し、オープンソースの LLM アプリ開発プラッ

トフォーム Dify[4]による AI エージェントの試行

的開発について報告し、今後の大学業務における

AI エージェントおよび大学職員の能力開発の展

望を示す。 

 

2  背景：AIエージェントと「内省支援」 

2.1 AIエージェント 

AI エージェントは様々な定義があるが、 [5]で

は「AI を活用して自律エージェントを実現する仕

組み」のことを指し、自律エージェントは「環境

の中に位置し、環境の一部としてその環境を感知

し、時間とともに自らのアジェンダを追求し、将

来的に感知するものを実現するために行動するシ

ステム」と定義される[5]。また現時点における AI

エージェントの機能と限界を調査したレビュー論

文[6]では、AI エージェントを、言語モデル単体が

すべての推論、計画、ツールの実行を担うシング

ルエージェント(Single Agent)と、2 つ以上の言語モ

デルがより複雑なタスクを実行可能なマルチエー

ジェント(Multi-Agent)、AI エージェントを二つの

アーキテクチャに分類している。例えば与えられ

たタスクについて思考し、その思考にもとづいて

行動し、行動した結果を観察するサイクルを繰り

返す ReAct[7]はシングルエージェント、複数 AI

間のコミュニケーションを構造化することで AI

の効率的なタスク実行を支援するメタプログラミ

ングフレームワーク MetaGPT[8]はマルチエージ

ェントである。 

大学業務において生成 AI を活用した報告事例



は散見されるが、明示的に AI エージェントを開発

した事例やその効果への言及は管見の限り見られ

ない。 

 

2.2 職場学習論と内省支援 

職場学習論は「人の学習は、職場における経験

と意図的な内省、それらを支える、人々との関わ

りにある」とする一連の理論群である[9]。職場学

習論を体系立てて論じた[3]では、職場における他

者から受けている支援は「精神支援」、「業務支援」、

「内省支援」の 3 因子として命名されている。そ

の中でも「内省支援」は「ある業務の経験や自分

自身のあり方を客観的に振り返る機会を他者から

与えられること」であり、上司や先輩、同僚によ

る「内省支援」が本人の能力向上に奏功している

ことが明らかにされている。  

では職場における他者から受ける内省支援に

加えて、AI エージェントから受ける内省支援は、

本人の能力向上に奏功するだろうか。AI エージェ

ントは、感情的なバイアスなく客観的なフィード

バックを提供することで時間や場所の制約を受け

ずに内省を促し、対話を通じて新たな視点や気づ

きを与える可能性がある。また、大学の現場にお

ける特定業務の複雑さやデジタル化の状況に依る

ことなく、直接的な業務の効率化・自動化には寄

与せずとも、AI エージェントは大学職員の能力向

上を支援できる可能性がある。 

しかしこれまで大学職員の内省を促す AI エー

ジェントについて検討されたことはなかった。以

上の背景から、大学職員の内省を促す AI エージェ

ントの試行的開発に至った。 

3 Difyを活用した AIエージェントの開発 

Dify は複数の LLM の統合、グラフィカルなワ

ークフロー構築、Web サイトへの埋め込み等の機

能を備えたオープンソースの LLM アプリ開発プ

ラットフォームである。Dify をかつようすること

で、コーディングの専門知識が少ないユーザーで

も容易に AI アプリケーションを開発・公開する

ことが可能となる。 

以下に Dify の主なメリットとデメリットを提

示する。なお執筆時点の最新バージョン 0.9.2 を使

用している。 

主なメリットは以下の通りである。 

・ 多岐にわたる AI モデルを実装・検証すること

ができる。ChatGPT API 等の主要な AI モデル

のみならず、ollama を介することでローカル

環境の LLM や SLM も利用可能である。 

・ チャットボットやWebサイトへの埋め込み等

の多様なインターフェースが用意されている。

また作成したすべてのアプリケーションに

API が提供されている。 

・ グラフィカルにチャットボットやワークフロ

ーを構築できるため、他の生成 AI フレームワ

ークと比べて学習コストが低い。 

・ アプリケーション利用ログを Dify 上で蓄

積・参照可能である。LLM 監視のための外部

サービスである LangSmith 等との連携も可能

である。 

・ Apache License 2.0のオープンソースソフトウ

ェアであり、オンプレミス環境等へのセルフ

デプロイによる構築・運用も可能である。 

・ クラウド版は SOC2 Type 1 Certified を取得し

ている。 

 

主なデメリットは以下の通りである。 

・ クラウド版の選択プランによって参加可能な

チームメンバー数、作成できるアプリ数、ベ

クトルスペース等に制約がある。 

・ 高度で複雑なカスタマイズを実装することに

は適していない場合がある。 

・ バージョンアップが盛んであり、将来のバー

ジョンアップに伴う破壊的変更がなされる可

能性があるため、現在構築しているアプリケ

ーションの持続性を保ちにくい。 

・ バージョンアップに伴って要求メモリ数等が

増える可能性があるため、コンピューティン

グリソースをスケール可能な環境が必要であ

る。 

 

 今回はアプリケーション開発の容易さ、デプロ

イの容易さ、運用に係る労力の低さ等を勘案の上、

内省を促す AI エージェントをクラウド版 Dify に

て試行的に開発した。本章では開発した「何でも

相談おじいさん」、「デスクトップアナリスト」、「業

務フロー可視化ツール」、「文章改善エージェント」

の概要を報告する。なお執筆時点において、開発

した AI エージェントは大学職員のためのプロン

プトガイド[10]上で誰でも利用できる形で公開し

ている。 

 



3.1 何でも相談おじいさん 

 大学職員の様々な悩みに対し、経験豊富な職員

のように共感しながら、内省を促す問いかけを行

うよう設計されているチャットボットである。

System Prompt では価値中庸な立場で相談相手と

なる大学職員のペルソナを設定している。また業

務上の悩み、人間関係の悩み、キャリアに関する

悩みといった様々な相談内容に対応し、内省を促

す問いかけを行うためプロンプトを調整している。

AI モデルは無料枠の量、指示に追従する度合い、

日本語の表現力を勘案し、CommandR+を採用して

いる。 

 

図 1. 「何でも相談おじいさん」利用例 

 

3.2 デスクトップアナリスト 

 ユーザーがアップロードしたスクリーンショッ

ト画像を分析し、ユーザーが置かれている状況を

理解し、ユーザーの目標達成のための積極的なア

ドバイスを提供する AI ワークフローである。 

 System Prompt では画像内のコンポーネントを

分類し、ユーザーが置かれている状況と、ユーザ

ーが検討すべき潜在的なタスクや行動等を提供す

る処理を設定している。複数の AI モデルを採用し

ており、画像処理には GPT-4o mini、職員に寄り添

うペルソナを持つアドバイザーには CommandR+

を採用し、ユーザーの作業への気付きを与えるこ

とを目指している。 

 

図 2. 「デスクトップアナリスト」利用例 

 

3.3 業務フロー可視化ツール 

 ユーザーがテキストで指示したビジネスプロセ

スを Mermaid Diagram による視覚的なシーケンス

図に自動変換する AI アシスタントツールである。

System PromptではMermaid Diagram記法を例示の

うえ、シーケンス図を作成すること、作成までの

思考プロセスを明示する処理を設定している。

GPT-4o mini を採用しており、ユーザーのビジネス

プロセスの構築や再検討に貢献することを目指し

ている。図 3 は「プレアワード系の研究支援」と

いうクエリに対して生成されたシーケンス図であ

る。なお Dify には Mermaid 記法で記述されたコー

ドを SVG 形式で表示する機能が備わっており、ユ

ーザーに対するシームレスな画像提供が可能であ

る。 

 

図 3. 「業務フロー可視化ツール」が 

生成したシーケンス図の例 

 

3.4 文章改善エージェント 

文章校正と改善を支援する AI ワークフロー

である。ユーザーが入力した文章を分析し、元

の文章の意図を崩さず、接続詞や副詞の使用、

論理構造、表現の自然さなどの観点から改善点

を特定し、文章を段落ごとに詳細に検討し、よ

り明確で読みやすい表現への修正案を提示する

ことを目指している。複数の AIモデルを採用し

ており、例えば改善点の特定には GPT-4o mini、

文章の修正には Gemini 1.5 Proを採用している。 

単に文章を修正するだけでなく、改善の過程

を段落ごとに明示することで、ユーザーの文章

力向上にも貢献することを目指している。 

 

図 4. 「文章改善エージェント」のワークフロー 

 



4 課題と今後の展望 

 本稿では大学職員の内省を促すために試行的に

開発した AI エージェントについて報告した。既に

「何でも相談おじいさん」や「文章改善エージェ

ント」には一定数のアクティブユーザーが存在し、

ポジティブなフィードバックを得られている。一

方で課題も多く、以下に今後の重点的な取り組み

を示す。 

 

・ より高度な言語理解能力と生成能力を持つ

LLM の活用を検討する。特に Gemini 1.5 Pro

等、従量課金額の変更がなされた LLM への

対応・コストメリットの検証は今後の課題で

ある。 

・ 内省支援のために、関連する知識や情報を参

照することで、より具体的で適切なアドバイ

スを生成できる RAG システム等の構築を検

討する。 

・ 執筆時点では PoC に留まっており、具体的に

職場でどのような活用を見込めるのか、どの

ように適用できるか、について検討する。 

・ 内省支援と相関する「職場の互酬性規範」[3]

を AI にどのように適用できるのか、について

検討する。 

 

大学職員の能力開発には現場の OJTおよび研修

等の Off-JT に大別される。本稿では前者、現場で

働く職員の内省を促すための AI エージェントを

開発した。今後の大学業務では生成 AI を既存業務

の効率化・自動化とともに、能力の拡張のための

手段として活用する価値があると考えられる。 

また研修等の Off-JT を通じて教職員の生成 AI

利用のためのリテラシー習得を目指す大学も存在

する[11]。しかし 2023 年に BCG が 18 カ国で約

13,000 人を対象に実施した調査[12]によると、AI

が仕事にもたらす変化に対処するための研修

(Training)を 86%の従業員が求めている一方で、実

際に研修を受けた従業員は 14%に留まることが明

らかになっている。従業員のための AI 研修の必要

性は認知されつつも、現場の需要と実施状況には

乖離があり、その乖離を埋めることが今後の課題

だと考えられる。 

一方で、生成 AI の活用手段として、生成 AI 利

用者の研修(GenAI User Training)による生成 AI 活

用の推進のみならず、研修等の Off-JT の質向上・

効率化のための生成 AI 活用(Training with GenAI)

についても実践・評価できると考えられる。 

AI エージェントによる内省支援は、大学職員の

能力開発に新たな可能性をもたらす手段であり、

その可能性を探究するために今後の研究開発およ

び実践の蓄積が求められる。 
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